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　一日ごとに秋の色が濃くなってまいり
ました。日頃から皆様にはご支持、ご支
援をいただき厚く感謝申し上げます。
　本年4月に執行されました統一地方
選挙において再選させていただき、こ
れを機に埼玉県そして八潮市の限りな
い発展へ向けて、皆様の期待に応えて
参ります。
　また、天皇陛下のご即位により、5月
1日からは「令和」の時代となり、昭和・
平成・令和をつなぐ基礎的自治体のま
ちづくりをさらに具体的に進展させる
べく、決意を新たにしております。

　まちづくりの概念の中で最も基本的
なことに挙げられるのは市民の「安
心・安全」をどのように担保していくか
という問題です。つまり、日常の市民生
活が平穏で快適なものになるように、
総合的な施策の推進が求められている

のです。
　今年は台風15号、
19号、21号が連続し
て襲来し、風雨によ
る大きな被害が生じ
てしまいました。改め
て被災者の皆様には
心からお見舞いを申
し上げます。
　地域の地勢・地理
的条件は変えることができません。八
潮市は中川、綾瀬川などの川に囲まれ
た中川低地にあります。人々は有史以来、
「水」との戦いを繰り返してきました。
農業用水を担保するための「水」と、低
地であることに起因する水害対策の
「水」の両面での戦いです。

　このことは八潮市立資料館に各種史
料が残されていますが、八潮の昔話に
も伝えられています。第17話の「蛇橋」
の中では、綾瀬川の氾濫をめぐる歴史
悲話が残されています。現在では土木
技術が進化し、綾瀬川の治水対策も用
水整備などにより、安全度を高めてま
いりました。
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　私が小学生の頃は、赤と黒ばかりだったランドセル…。今や、
色も豊富で、自宅の前を通る小学生も色とりどりのランドセル
を背負って通学しています。

　早いもので、私の息子も来年から小学
生です。春頃に妻から「ランドセルはどう
するの？」と聞かれ、「来年の話だから気
が早いのでは…」と応えたら、「いまは全
然違う」と言われてしまいました。ランド
セル商戦は活況のようで、５月のゴール
デンウィークから目星をつけ注文しない
と翌年の入学式に間に合わないようです。
時代も変わったものです。
　子どもたちが大人になったときは、今
よりもさらに情報が早くなり、社会の構

造の変化も著しくなるでしょう。思い返せば、小学生の頃、私が
口酸っぱく言われてきたのが「予習が大事」、つまり事前の準備、
情報収集が大切ということです。
　県議になって子育ての政策をつくるようになって、助産師や
保健師の方々から産前産後ケアについて学ぶようになりました。
結婚当初から学んでいれば、妻への負担も少なく、もっと夫婦
で理解しあいながら子育てができたので
はないかと感じています。子育てでは、予
習が少し足りなかったかなと反省してい
ます。今からでも遅くないと思っています
ので、しっかりと予習をして、子どもたち
のランドセルの中に、多くの夢と希望を入
れてあげられるように、よりよい政策づく
りにこれからも研鑽を積んでまいります。
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台風の被害に遭われた皆様に、心よりお見舞い申し上げます。

　この質問は、宇田川ゆきおが八潮市議
１期目の時の課題を基に質問を組み立
てました。社会情勢の変化により、埼玉
県内にある県立高校の統廃合の問題が
議論されてくると思います。その場合、
統廃合して新設にするのか、大規模改
修なのか、また、私立高校にするのか、
インターナショナルスクールにするのか、
地域に必要な施設になるように「質的
担保」が必要です。ランドマークとして
地域に活力を生み出すように、大きな視
点で議論をするべきであり、マーケティ
ングを含めながら説得力のある提案を

すべきと主張しました。
　答弁では、対象校の伝統や社会のニ
ーズを踏まえ学校関係者や地元の意見
を聞き、基本計画を策定するとのことで
したが、宇田川ゆきおとしては初動の段
階でいかに綿密で明確なビジョンとタイ
ムスケジュールを提示することができる
かが重要であると考えており、関係部局
が連携して、県立高校と地元が一体とな
って、より魅力あるまちづくりに繋がる
ように進めてまいります。

◆　　　　◆　　　　◆
宇田川ゆきおはこの他にも、児童相談所
における歯科医師の配置について（福祉
部長）、信号機における5Gの基地局につ
いて（警察本部長）の質問をしています。詳
細は埼玉県議会のホームページからご
覧いただけます。

【一般質問を終えて…】
この度の一般質問は、新しい知事となっ
て初めての議会でしたので、知事選での
公約や、私がこれまで取り組んできた課
題、地元の問題について多岐にわたり質
問をいたしました。私が、質問や政策を
立案するときに大切にしていることがあ
ります。それは、少数意見に耳を傾ける
ことです。私はこれまでの経験から、少
数の意見にこそ本質をついている場合が
あることを実感しています。また、政策や
条例の隙間で取りこぼされてしまってい
る方がでないように細心の注意を払って
います。今、いただいている福祉保健医
療委員会の委員長という立場をしっかり
と認識しながら、本質を見極めて、専門
性を高めるために今後も研鑽を積んでま
いります。より深化した提案で、真に助け
が必要な方々に、十分な支援がいきわた
るように、職責を全うしていかなければ
ならないと身が引き締まる思いです。明
確で本質を貫く質問をこれからも心がけ、
皆様のお力になれるよう全身全霊を捧げ
てまいりますので、引き続きのご指導、ご
鞭撻のほど宜しくお願いいたします。県議団の仲間たちと赤い羽根共同募金

魅力ある県立高校づくりについて

まちづくりの視点でビジョン
を示し、関係部局と連携を

〈3面からの続き〉

www.pref.saitama.lg.jp/s-gikai/

宇田川ゆきおコラム

〈埼玉県議会のホームページ〉
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大原親睦会朝顔コンクールにて挨拶

2期目当選証書授与式…決意も新たに。

　宇田川ゆきおは、知事が提案する、東
京都と埼玉県境近くを走る鉄道を埼玉県
内まで延伸する「あと数マイルプロジェク
ト」について、しっかりとした工程表を示
すべきと質問をいたしました。新しい知事
になっての初めての一般質問でしたので
再々質問まで行い、知事の政治姿勢を伺
いました。具体的には、①知事が公約を
作るときに描いた目標完成年度について
最短で何年、最長で何年という具体的な
数字、②事業実施に向けての予算規模、
財源について、③事業の実現方法につい
て、④1期4年で、どの路線が任期内に出
来上がり、出来上がらない路線はどの路
線か、⑤地元が期待する東京8号線につ
いて知事が国や東京都へトップセールス
をする考えがあるか、また、事業主体や基
金創設についてどのように考えているの
かを問いました。
　知事の答弁には、具体的な数字、財源・
工程表が示されなかったこと、特に東京8
号線の基金についてトーンダウンをした

ように感じ
たことから、
知事はすべ
てやりきる
覚悟がある
のかを再質
問しました。
　 さ ら に
再々質問と
して、工程表

埼玉県議会議員

宇田川幸夫

　近年では、異常気象が常態化しており、
「今までに経験したことのない」強大な自
然災害に対して、最悪の事態を想定し入
念な事前準備が必要となってきています。
私は少しでも減災するために、この度の水
害に関連して、緊急時の避難情報の伝達、
被害状況の把握、内水を排水するための
ポンプ場の電源確保、ポンプ場の建設計
画の前倒し、河川の水位に関する情報開
示などを県に要望しました。

　県議会議員の県政へのアプローチは、
一般質問や各委員会における質疑応答で
す。これらを繰り返すことで、政策をより
専門的に深化させていきます。
　私は令和元年5月臨時会で、福祉保健
医療委員会の委員長に就任いたしました。
この委員会は、県庁福祉部、保健医療部、
病院局を所管し、委員長・副委員長他10
人の委員で構成されています。
　主な審査項目は社会福祉施設の整備
拡充、児童・高齢者・障害者福祉施設の

推進、地域医療体制の整備拡充、病院事
業などです。とりわけ私は、安心して子育
てができる環境をさらに充実させていき
たいと考えています。また、県立病院や地
域医療機関との連携を図り、予防医療・
先進医療につなげていかなければならな
いという課題にも取り組んでまいります。

　さらに所属委員会に関連して、高齢化
が進む中で、高齢者のためのワンストップ
行政サービス（高齢者版ネウボラ）を構築
していかなければならないと思っており
ます。もちろん地域住民の安心安全を担
保するための都市基盤整備、橋や道路整
備、中川河川整備、ライフラインの維持な
ど、災害のシュミレーションを想定しなが
ら積極的に取り組んでまいります。
　県議会議員2年生として、皆様のご期
待に応えられるように、さらに活動を拡げ、
深めてまいりますので、ご指導ご意見を賜
りますよう宜しくお願いいたします。

をいつ示すのか、さらに突っ込んだ質問
を行いました。その答弁として12月まで
に示したいとの回答を引き出しました。
　宇田川ゆきおとしては、12月議会まで
に公約の工程表を何らかの形で示すとの
答弁を引き出せたことを成果と感じてい
ます。より具体的なものがしっかりと示さ
れるよう今後も注視してまいります。

　子育て支援についての取り組みは、宇
田川ゆきおのライフワークです。今回の質
問では、妊娠から出産、子育て期にわたる
切れ目のない支援をする、子育て制度で
ある「ネウボラ」について、その中心的な
役割を果たす「子育て世代包括支援セン
ター」の県内の設置状況について問い、さ
らに、産前・産後のケアの取組状況、産
前・産後ケアの充実に向けて、今後どのよ
うに取り組んでいくのかを伺いました。
　子育て世代包括支援センターの設置状
況については、今年度末までに県内すべて
の市町村に設置がされるようになります。

しかし、産前・産後ケアを実施しているの
は、わずか5市町村のみという状況でした。
宇田川ゆきおは、産前・産後ケア分野で
は、民間が先行し、かつ、成功事例がある
ことから、民間の強みをさらに発揮でき
る制度設計づくりが急務であると考えて
います。民間事業者が、国や県に直接、補
助金などを申請することができるスキー
ムができないか、今後より調査をして制
度改革ができるように進めてまいります。

　宇田川ゆきおは、環境が著しく変化す
る時代であっても“経済的な自立”ができ
る人材育成のため、小学生の頃から、経
済や金融の仕組み、資産や収支を適切に
管理する方法を学び、生涯所得を増やす
ための教育プログラムの実施を提言して
まいりました。
　今回の一般質問でも、金融に関する教
育の必要性と今後の展開について、教育
長に所見を伺いました。
　答弁では、今後も金融に関する教育の

推進に取り組むとの回答を
得ました。
 宇田川ゆきおは、さらに、
今後は税の使われ方、税が
どのように使われており、
生涯のあらゆるステージの
中で税の補完がどのように
されながら経済生活が成
り立っているのか等、さら
に実質的な教育を行うべく、
働きかけてまいります。

　厚生労働省は、９月１９日、県立がんセ
ンター、埼玉医大国際医療センターを「が
んゲノム医療拠点病院」に指定しました。
宇田川ゆきおはこの指定を契機に、直接
健康に働きかけるモノ、サービスにかかわ
る「ヘルスケアビジネス」を埼玉県に誘致
し、育成を図るべきであると考えています。
そこで今回の質問では、①ヘルスケアビ
ジネスをはじめとする成長分野のスター
トアップ企業と県内企業等との連携策、
②ヘルスケアビジネスのような成長分野
に投資を行う企業に対しての、埼玉県と
しての支援策を問いただしました。
　答弁では、スタートアップ企業に対する
支援は行っているものの、支援のあり方
をさらに検討を進める、県内企業の研究
開発を強化し、企業の魅力を高める支援
を継続するとの回答を引き出しました。宇
田川ゆきおは、さらにウエアラブル端末と
の連携などIOTの活用により個々にあっ
た健康の増進を図るとともに、医工連携・
産学連携を推進し、埼玉県を医療とヘル
スケアビジネスの一大拠点となるよう、今
後も取り組んでまいります。

県議会議員２期目として
ご期待に応えるため、
さらに活動を拡げます福祉保健医療委員長に

就任。役割を活かし、
政策の充実につなげます

知事の政治姿勢及び選挙公約について

再々質問まで行い、公約の
具体的な期限を引き出す

産前・産後ケアについて

産前・産後ケアを充実させ、
民間との連携も提案へ

金融教育と生涯所得について

教育長も重要性を理解、
さらに取り組むとの答弁を得る

ヘルスケアビジネスについて

埼玉をヘルスケアビジネスの
一大拠点へ

宇田川ゆきお県議が一般質問で登壇。
知事の政策をうかがい、
子育て、福祉に独自の視点で
建設的提言を展開9月定例会

Top Report 宇田川委員長、抱負を語る
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八ッ場ダム視察
大山市長と連携して八潮の未来を創ります。もっと育児しやすい未来になるように、八潮市の助産師さんとママさん達と語り合いました！

10月2日
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